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振
興
も
積
極
的
に
行
う
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

■
交
流
と
も
て
な
し
の
ま
ち
づ
く

り新
市
の
新
た
な
基
幹
産
業
と
し

て
期
待
さ
れ
る
観
光
産
業
の
振
興

を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

も
て
な
し
の
心
に
よ
る
地
域
間
交

流
を
推
進
す
る
ま
り
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

■
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り

市
民
と
行
政
の
役
割
と
責
任
を

明
確
化
し
、「
協
働
」
で
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

行
う
と
と
も
に
、
開
か
れ
た
行
政

を
め
ざ
し
ま
す
。

■
健
全
な
財
政
と
効
率
的
な
行
政

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

行
財
政
の
効
率
化
と
き
め
細
や

か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
図

る
と
と
も
に
、
行
政
基
盤
の
強
化

に
取
り
組
み
、
健
全
な
財
政
と
効

率
的
な
行
政
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

ジ
と
美
祢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

あ
り
、
高
速
道
路
網
で
の
他
地
域

と
の
連
携
が
容
易
に
可
能
な
地
域

で
す
。

そ
の
た
め
、
商
業
・
工
業
の
振

興
と
そ
れ
に
伴
う
就
業
の
場
の
確

保
、
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

定
住
促
進
、
中
心
市
街
地
の
商
業

機
能
な
ど
の
活
性
化
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
整
備
な
ど
を
図

り
、
都
市
機
能
の
拠
点
と
し
て
整

備
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
日
本
初
の
P
F
I

方
法
に
よ
る
矯
正
施
設
で
あ
る
、

美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
の

地
域
経
済
へ
の
大
き
な
波
及
効
果

が
期
待
さ
れ
、
こ
の
施
設
を
活
用

し
た
地
域
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
農
業
の
振
興
も
併
せ
て

進
め
、
農
業
と
連
携
し
た
特
産
品

の
開
発
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
に

取
り
組
み
、
観
光
と
農
業
の
連
携

し
た
地
場
産
業
の
拠
点
と
し
ま
す
。

■
誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る
、
や

す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
す
べ

て
の
人
が
誇
り
を
も
っ
て
、
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
ひ
と
に
や
さ
し
い
、
福
祉
の
充

実
し
た
ま
ち
づ
く
り

保
健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
各

分
野
が
連
携
し
て
、
子
ど
も
や
高

齢
者
、
障
害
者
の
人
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

■
人
を
は
ぐ
く
む
歴
史
・
文
化
・

教
育
の
ま
ち
づ
く
り

先
人
が
残
し
た
貴
重
な
歴
史
・

文
化
に
誇
り
を
持
ち
、
文
化
遺
産

の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、
思
い

や
り
豊
か
な
感
性
・
人
間
性
を
育

て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
都
市
基
盤
が
充
実
し
た
自
然
と

共
生
し
た
ま
ち
づ
く
り

豊
か
で
美
し
い
自
然
あ
ふ
れ
る

新
市
に
お
い
て
は
、
自
然
環
境
の

保
全
を
図
り
な
が
ら
、
都
市
基
盤

の
整
備
を
行
い
、
自
然
と
共
生
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
多
様
な
産
業
と
活
力
に
あ
ふ
れ

た
ま
ち
づ
く
り

従
来
か
ら
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
業
や
鉱
工
業
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、
新
た
な
基
幹
産
業
の

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
が
通
っ
て
お
り
、

美
祢
駅
を
中
心
に
し
た
一
帯
に
は
、

商
業
・
鉱
工
業
や
都
市
機
能
が
集

積
し
、
中
心
市
街
地
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
縦
貫
自
動

車
道
の
美
祢
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

貴
重
な
観
光
資
源
で
あ
る
カ
ル

ス
ト
台
地
周
辺
に
は
、
秋
芳
洞
を

は
じ
め
と
し
た
多
く
の
観
光
拠
点

が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
現
在
の
観

光
形
態
を
体
験
型
観
光
や
滞
在
型

観
光
へ
転
換
し
て
い
く
重
要
な
資

源
で
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
地
域
は
、
新

市
の
観
光
を
中
心
と
し
た
拠
点
整

備
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
、
観

光
資
源
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

（
回
遊
化
）
や
既
存
施
設
（
秋
吉

台
国
際
芸
術
村
、
秋
吉
台
家
族
旅

行
村
な
ど
）
の
よ
り
一
層
の
利
活

良
好
な
農
地
が
多
く
存
在
し
、

農
業
が
盛
ん
な
こ
と
か
ら
、
優
良

農
地
を
活
か
し
た
新
た
な
特
産
品

の
開
発
や
新
市
の
農
業
を
中
心
と

し
た
拠
点
整
備
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
観
光
産
業
と

の
連
携
を
図
り
、
新
産
業
の
創
出

も
追
及
し
ま
す
。
一
方
、
県
央
地

域
に
近
い
こ
と
な
ど
恵
ま
れ
た
立

地
条
件
に
あ
る
た
め
、
住
宅
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

定
住
促
進
の
た
め
の
計
画
的
な
開

発
の
誘
導
な
ど
良
好
な
居
住
環
境

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

地
域
高
規
格
道
路
・
小
郡
萩
道

路
の
整
備
が
進
み
、（
仮
称
）
美

東
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
中
国

縦
貫
自
動
車
道
へ
の
連
結
お
よ
び
、

（
仮
称
）
十
文
字
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
含
め
４
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
設
置
に
よ
り
、
地
域
の
振

興
に
重
要
な
幹
線
道
路
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
企

業
誘
致
の
推
進
な
ど
、
道
路
整
備

に
併
せ
た
秩
序
あ
る
振
興
を
図
り

ま
す
。
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２
月
21
日
、
美
祢
市
民
会
館
で
第
27
回

美
祢
市
・
美
東
町
・
秋
芳
町
合
併
協
議
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
即
時
施
行
お
よ
び
暫
定
施

行
の
条
例
や
事
務
事
業
の
調
整
結
果
、
合

併
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て
の
報
告
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
の
会

議
で
、
合
併
協
議
会
の
す
べ
て
の
協
議
が

終
了
し
、
小
竹
合
併
協
議
会
会
長
が
「
新

市
の
市
民
の
皆
様
が
、
気
持
ち
を
一
つ
に

し
て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
め
ば
、

必
ず
や
新
市
基
本
計
画
の
基
本
理
念
で
あ

る
『
自
然
と
調
和
し
、
潤
い
と
活
力
に
み

ち
た
や
す
ら
ぎ
と
交
流
の
郷
』
が
実
現
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

第
27
回
合
併
協
議
会
で
最
後
の
協
議
が
終
了

３
月
９
日
、
秋
芳
町
民
体
育
館
で
秋
芳

町
閉
町
式
典
が
行
わ
れ
、
約
４
０
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

中
本
旧
秋
芳
町
長
が
「
町
の
名
前
が
無

く
な
る
こ
と
は
感
慨
深
い
が
、
郷
土
を
愛

す
る
心
、
町
へ
の
愛
着
は
不
変
の
も
の
で

あ
り
、
歴
史
と
伝
統
は
新
市
に
引
き
継
が

れ
る
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

４
人
の
児
童
生
徒
が
「
未
来
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
題
し
た
作
文
を
朗
読
し
、「
秋
吉
台

が
有
名
に
な
り
観
光
客
に
い
っ
ぱ
い
来
て

欲
し
い
」、「
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
誰
も
が

思
う
『
新
美
祢
市
』
に
な
っ
て
欲
し
い
」

な
ど
と
新
市
へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
功
労
者
表
彰
、
町
旗
の
降

納
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
芳
町
閉
町
式
典
　
秋
芳
町
53
年
の
歴
史
に
幕

美
東
町
閉
町
式
　
美
東
町
54
年
の
歴
史
に
幕

美
祢
市
閉
市
・
美
祢
市
役
所
閉
庁
式

３
月
８
日
、
美
東
町
民
体
育
館
で
美
東

町
閉
町
式
が
行
わ
れ
、
約
４
０
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

美
東
町
54
年
の
軌
跡
を
振
り
返
る
ス
ラ

イ
ド
上
映
の
後
、
倉
増
旧
美
東
町
長
が
「
美

東
町
が
無
く
な
る
こ
と
は
一
抹
の
寂
し
さ

を
感
じ
ま
す
が
、
美
東
町
民
の
郷
土
を
愛

す
る
心
と
足
跡
は
永
く
語
り
継
が
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
、
町

旗
の
降
納
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
美
東
町
の
54
年
の
歴
史

に
合
わ
せ
て
、
54

の
の
り
巻
き
を
作
る

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
１
２
０
人
が
参
加
し
、
心
を
一
つ
に
し
て
の
り
巻
き
を

作
り
、
完
成
し
た
の
り
巻
き
は
、
そ
の
場
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

３
月
19
日
、
美
祢
市
民
会
館
で
美
祢
市

閉
市
・
美
祢
市
役
所
閉
庁
式
が
行
わ
れ
、

市
議
会
議
員
や
行
政
委
員
、
職
員
な
ど
約

１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

小
竹
旧
美
祢
市
長
が
「
３
月
21
日
に
は

新
・
美
祢
市
が
誕
生
し
ま
す
が
、
合
併
を

契
機
と
し
て
、
よ
り
安
定
し
た
市
制
を
確

立
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
な
、

住
み
よ
い
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
を
念

願
し
て
い
る
」
と
式
辞
を
述
べ
、
小
竹
旧

市
長
と
秋
山
哲
朗
旧
美
祢
市
議
会
議
長
が

市
旗
を
後
納
し
ま
し
た
。

市
民
憲
章
・
市
の
花
木
の
廃
止
宣
言
の

後
、
出
席
者
全
員
で
美
祢
市
民
歌
「
う
る
わ
し
の
美
祢
」
を
斉
唱
し
ま
し
た
。



美
祢
市
人
事
配
置

３
月
21
日
付
け
で
、
人
事
配
置
を
行
い
ま
し
た
。
課
長
級
以
上
の
人
事

配
置
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
カ
ッ
コ
は
前
職
）

【
部
長
級
】

○
総
務
部
長

兼
収
納
対
策
課
長

（
美
祢
市
総
務
課
長
）

林
　
　
繁
美

○
総
務
部
付
議
会
事
務
従
事

（
秋
芳
町
総
務
課
長
）

重
村
　
暢
之

○
総
合
政
策
部
長

（
美
東
町
総
務
課
長
）

兼
重
　
　
勇

○
市
民
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長

（
美
祢
市
福
祉
事
務
所
長
）

阿
野
　
繁
治

○
建
設
経
済
部
長

兼
建
設
経
済
部
建
設
課
長

兼
建
設
経
済
部
商
工
労
働
課
長

兼
産
業
振
興
推
進
室
長

兼
矯
正
施
設
活
性
化
推
進
室
長

兼
美
祢
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
所

長兼
美
祢
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ー
所
長

（
美
祢
市
建
設
課
長
）

伊
藤
　
康
文

○
総
合
観
光
部
長

（
秋
芳
町
農
林
課
長
）

山
縣
　
博
行

○
美
東
総
合
支
所
長

兼
美
東
総
合
支
所
総
務
課
長

兼
選
挙
管
理
委
員
会
美
東
総
合

支
所
分
室
長

（
美
東
町
議
会
事
務
局
長
）

坂
本
　
文
男

○
秋
芳
総
合
支
所
長

兼
秋
芳
総
合
支
所
総
務
課
長

兼
選
挙
管
理
委
員
会
秋
芳
総
合

支
所
分
室
長

（
秋
芳
町
議
会
事
務
局
長
）

小
田
村
治
久

○
教
育
委
員
会
事
務
局
長

兼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
総

務
課
長

（
美
東
町
住
民
課
長
）

国
舛
八
千
雄

○
消
防
長

（
美
祢
地
区
消
防
組
合
消
防
長
）

金
子
　
正
治

《
部
次
長
》

○
総
務
部
次
長

兼
総
務
部
総
務
課
長

（
美
祢
市
財
政
課
長
）

波
佐
間
　
敏

【
課
長
級
】

総
務
部

○
総
務
課
付
議
会
事
務
従
事

（
美
祢
市
議
会
事
務
局
長
）

金
子
　
　
彰

○
総
務
課
付
監
査
事
務
従
事

（
美
東
町
会
計
管
理
者
）

井
上
真
智
子

○
財
政
課
長

（
美
祢
市
企
画
課
長
兼
合
併
協

議
会
事
務
局
長
）

田
辺
　
　
剛

○
税
務
課
長

（
秋
芳
町
税
務
課
長
）

篠
田
　
恵
司

○
監
理
課
長

兼
監
理
課
検
査
室
長

（
美
祢
市
商
工
観
光
課
長
）

斉
藤
　
　
寛

総
合
政
策
部

○
企
画
政
策
課
長

兼
行
政
改
革
推
進
室
長

（
秋
芳
町
総
務
課
長
補
佐
）

佐
々
木
郁
夫

○
地
域
情
報
課
長

兼
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ

ー
対
策
室
長

（
美
祢
市
教
育
委
員
会
総
務
課
　

長
兼
社
会
教
育
課
長
）

古
屋
　
勝
美

市
民
福
祉
部

○
市
民
課
長

兼
市
民
相
談
室
長

（
美
祢
市
市
民
課
主
幹
）

山
根
　
和
彦

○
生
活
環
境
課
長

（
美
祢
市
環
境
保
健
課
長
）

福
田
　
和
司

○
健
康
増
進
課
長

兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

（
美
祢
市
環
境
保
健
課
主
幹
）

佐
伯
由
美
子

○
地
域
福
祉
課
長
　

兼
嘉
万
児
童
館
長

兼
秋
芳
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長

（
秋
芳
町
健
康
福
祉
課
長
）

五
嶋
　
敏
男

○
高
齢
障
害
課
長

兼
美
祢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
所
長

兼
美
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
所
長

（
美
祢
市
市
民
課
長
）

山
田
　
悦
子

建
設
経
済
部

○
農
林
課
長

（
美
東
町
農
林
課
長
）

中
村
弥
寿
男

総
合
観
光
部

○
観
光
総
務
課
長

兼
養
鱒
場
長

（
美
東
町
観
光
課
長
）

山
本
　
　
勉

○
観
光
振
興
課
長

（
秋
芳
町
観
光
商
工
課
長
補
佐
）

篠
田
　
清
実

美
東
総
合
支
所

○
市
民
福
祉
課
長

兼
市
民
相
談
室
長

兼
美
東
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
美
東
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
長

（
美
東
町
保
健
福
祉
課
長
）

岡
村
　
恵
右

○
経
済
課
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
美
東
総

合
支
所
分
室
長

（
美
東
町
税
務
課
長
）

川
島
　
　
茂

○
建
設
課
長

（
美
東
町
地
籍
調
査
室
長
）

秋
枝
　
秀
稔

秋
芳
総
合
支
所

○
市
民
福
祉
課
長

兼
市
民
相
談
室
長

兼
秋
芳
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

（
秋
芳
町
健
康
福
祉
課
長
補
佐
）

田
代
　
裕
司

○
経
済
課
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
秋
芳
総

合
支
所
分
室
長

（
秋
芳
町
健
康
福
祉
課
長
補
佐
）

梨
木
　
　
孝

○
建
設
課
長

（
秋
芳
町
施
設
課
長
）

小
嶋
　
卓
夫

2008年（平成 20 年）4月 1日



会
計
課

○
会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長

兼
会
計
課
美
東
総
合
支
所
分
室
長

兼
会
計
課
秋
芳
総
合
支
所
分
室
長

（
美
祢
市
会
計
管
理
者
兼
会
計

課
長
）

久
保
　
　
毅

上
下
水
道
課

○
上
下
水
道
課
長

兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
上
下
水
道
課
美
東
総
合
支
所

分
室
長

兼
上
下
水
道
課
秋
芳
総
合
支
所

分
室
長

（
美
祢
市
上
下
水
道
課
長
）

矢
田
部
繁
範

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

○
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

（
美
祢
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
）

石
田
　
淳
司

農
業
委
員
会
事
務
局

○
農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
秋
芳
町
税
務
課
長
補
佐
）

古
屋
　
安
生

教
育
委
員
会
事
務
局

○
社
会
教
育
課
長

兼
美
祢
図
書
館
長

兼
来
福
セ
ン
タ
ー
所
長

（
美
祢
市
税
務
課
主
幹
）

杉
原
　
功
一

○
文
化
財
保
護
課
長

兼
長
登
銅
山
跡
資
料
館
長

兼
歴
史
民
俗
資
料
館
長

兼
化
石
館
長

（
美
東
町
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
長
）

池
田
　
善
文

○
秋
吉
台
科
学
博
物
館
長

兼
秋
吉
台
管
理
事
務
所
長

（
秋
芳
町
秋
吉
台
科
学
博
物
館
長
）

配
川
　
武
彦

○
体
育
振
興
課
長

兼
美
祢
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
所

長兼
体
育
振
興
係
長

（
秋
芳
町
教
育
委
員
会
事
務
局

主
任
主
査
）

杉
本
伊
佐
雄

○
教
育
委
員
会
美
東
事
務
所
長

兼
美
東
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
美
東
図
書
館
長

（
美
東
町
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
長
）

井
上
　
貞
一

○
教
育
委
員
会
秋
芳
事
務
所
長

兼
秋
芳
図
書
館

（
秋
芳
町
教
育
委
員
会
事
務
局

長
）

田
村
　
繁
晴

病
院
事
業
局

○
経
営
管
理
課
長

（
市
立
病
院
事
務
局
長
）

藤
澤
　
和
昭

○
市
立
病
院
事
務
部
事
務
長

兼
介
護
老
人
保
健
施
設
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
美
祢
事
務
部
事
務
長

（
市
立
病
院
事
務
局
主
幹
）

篠
田
　
洋
司

○
美
東
病
院
事
務
部
事
務
長

（
共
立
美
東
国
保
病
院
事
務
局

長
）

善
久
　
俊
和

消
防
本
部

○
消
防
署
長

兼
総
務
課
長

（
美
祢
地
区
消
防
組
合
）

坂
田
　
文
和

○
予
防
課
長

（
美
祢
地
区
消
防
組
合
）

利
重
　
喜
義

《
主
幹
》

総
務
部

○
総
務
課
付
財
団
法
人
山
口
県
文

化
振
興
財
団
へ
派
遣
　
　

（
総
務
課
付
財
団
法
人
山
口
県

文
化
振
興
財
団
へ
派
遣
）

福
田
　
雄
一

○
財
政
課
主
幹

（
秋
芳
町
総
務
課
長
補
佐
）

羽
根
　
秀
実

○
財
政
課
主
幹

（
美
東
町
総
務
課
長
補
佐
）

倉
重
　
郁
二

○
監
理
課
主
幹

（
合
併
協
議
会
事
務
局
次
長
）

松
野
　
哲
治

建
設
経
済
部

○
商
工
労
働
課
主
幹

兼
産
業
振
興
推
進
室
主
幹

兼
矯
正
施
設
活
性
化
推
進
室
主

幹（
美
東
町
企
画
課
長
補
佐
）

藤
井
　
勝
巳

秋
芳
総
合
支
所

○
総
務
課
主
幹

（
秋
芳
町
観
光
商
工
課
次
長
）

山
藤
　
優
子

教
育
委
員
会
事
務
局

○
文
化
財
保
護
課
主
幹

兼
秋
吉
台
科
学
博
物
館
主
幹

兼
長
登
銅
山
跡
資
料
館
主
幹

兼
歴
史
民
俗
資
料
館
主
幹

兼
化
石
館
主
幹

（
美
祢
市
歴
史
民
俗
資
料
館
主

幹
兼
化
石
館
主
幹
）高

橋
　
文
雄

病
院
事
業
局

○
美
東
病
院
事
務
部
主
幹

（
共
立
美
東
国
保
病
院
事
務
局

次
長
）

井
上
　
孝
志

消
防
本
部

○
消
防
署
副
署
長

兼
総
務
課
長
主
幹

（
美
祢
地
区
消
防
組
合
）

田
畑
　
龍
男

○
予
防
課
主
幹

（
美
祢
地
区
消
防
組
合
）

山
田
　
隆
司

《
退
　
職
》
（
課
長
級
以
上
）

○
美
祢
市
税
務
課
長

末
岡
　
久
夫

○
美
祢
市
農
林
課
長

田
辺
　
一
清

○
美
東
町
企
画
課
長

徳
増
　
寿
生

○
美
東
町
建
設
課
長

志
賀
　
茂
之

○
美
東
町
農
業
委
員
会
事
務
局
長

石
津
　
和
敏

○
秋
吉
台
科
学
博
物
館
長

兼
秋
吉
台
管
理
事
務
所
所
長

配
川
　
武
彦

○
消
防
本
部
予
防
課
長利

重
　
喜
義
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特
別
徴
収
の
要
件
に
該
当
す
る

人
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
特
別

徴
収
を
開
始
し
ま
す
。

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

４
月
の
特
別
徴
収
を
中
止
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
制
度
上
、

特
別
徴
収
の
中
止
が
間
に
合
わ
な

い
た
め
、
年
金
か
ら
保
険
税
が
特

別
徴
収
さ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
20
年
１
月
（
旧
美
祢
市
は

１
月
10
日
、
旧
美
東
町
は
１
月
17

日
、
旧
秋
芳
町
は
１
月
12
日
）
か

ら
４
月
１
日
ま
で
の
間
に

他
市
町
村
に
転
出
し
た
人

死
亡
し
た
人

生
活
保
護
の
認
定
を
受
け
た
人

社
会
保
険
な
ど
へ
加
入
し
た
人

（
国
民
健
康
保
険
の
み
）

世
帯
主
を
変
更
し
た
人
（
国
民

健
康
保
険
の
み
）

障
害
認
定
の
撤
回
を
し
た
人

（
後
期
高
齢
者
医
療
の
み
）

か
ら

に
該
当
す
る
方
に
は

●
後
日
、
特
別
徴
収
額
の
変
更
通

知
書
を
送
付
し
ま
す

●
４
月
に
支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら

保
険
税
を
特
別
徴
収
（
天
引
き
）

さ
れ
た
場
合
、
保
険
税
の
還
付

を
行
い
ま
す
（
年
金
の
支
給
自

体
が
中
止
さ
れ
、
特
別
徴
収
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
保
険
税

は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
）

●
還
付
さ
れ
る
人
に
つ
い
て
は
、

後
日
、
還
付
の
通
知
を
送
付
し

ま
す
（
社
会
保
険
庁
な
ど
か
ら

特
別
徴
収
の
結
果
報
告
の
後
に

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
）

村
岡
鍼
灸
治
療
院

三
里
堂
温
灸
院

西
京
マ
ッ
サ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

丸
山
治
療
院

池
田
東
洋
は
り
院

倉
増
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
院

助
成
の
対
象
と
な
る
施
設
は
次

の
施
設
で
す
。（
助
成
内
容
な
ど

は
暮
ら
し
の
便
利
帳
15
ペ
ー
ジ
、

28
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
）

○
美
祢
市
　

前
田
鍼
灸
院

清
水
鍼
灸
院

○
長
門
市
　

大
田
鍼
灸
療
院

白
井
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
院

○
山
口
市
　

内
田
鍼
灸
療
院

福
田
鍼
灸
治
療
院

国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
制
度

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
一

般
ド
ッ
ク
を
廃
止
し
、
脳
ド
ッ
ク

の
み
と
し
ま
す
。
次
の
施
設
で
実

施
で
き
ま
す
。（
助
成
内
容
な
ど

は
暮
ら
し
の
便
利
帳
15
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
）

○
美
祢
市
立
病
院

○
美
祢
市
立
美
東
病
院

○
札
場
ク
リ
ニ
ッ
ク

問
合
せ
先

市
市
民
課
保
険
年
金
係
（
０
８
３

７

５
２
３
１
）

美
東
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
市
民

生
活
係
（

０
８
３
９
６

５

０
０
４
）

秋
芳
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
市
民

生
活
係
（

０
８
３
７

１
９

１
０
）
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４
月
20
日

期
　
日

４
月
20
日

時
　
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
　
所

○
市
長
選
挙
　
　
　
市
民
会
館
大
会
議
室

○
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

市
民
会
館
大
会
議
室

※
立
候
補
の
届
出
お
よ
び
辞
退
の
期
限
は
、
４
月

20
日

の
午
後
５
時
ま
で
で
す

４
月
27
日

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

次
の
投
票
区
の
人
は
投
票
所
が
従
前
と
変
わ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

上
伊
佐
投
票
区

（
旧
）
伊
佐
中
学
校

↓

（
新
）
伊
佐
小
学
校

厚
保
本
郷
投
票
区

（
旧
）
山
口
美
祢
農
協
西
厚
保
支
所

↓

（
新
）
厚
保
保
育
園

今
回
の
美
祢
市
長
選
挙
、
美
祢
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
投
票
が
で
き
る
人
は
、
選
挙
人
名
簿
登

録
者
に
限
ら
れ
ま
す
。

○
美
祢
市
に
転
入
し
た
人

平
成
20
年
１
月
19
日

以
前
に
転
入
の
届
出
を
し
た
人
で
す
。
こ
れ
以

１市２町の合併に伴う美祢市長選挙および美

祢市議会議員一般選挙が次の日程で行われます。

この選挙は、美祢市の将来を決める大切な選

挙です。みんなで揃って投票に行きましょう。

降
に
転
入
の
届
出
を
し
た
人
は
、
今
回
の
選
挙

で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

○
20
歳
に
な
っ
た
（
な
る
）
人

昭
和
63
年
４
月

28
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

○
転
出
し
た
（
す
る
予
定
の
）
人

投
票
日
の
当

日
ま
で
に
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

○
市
内
転
出
し
た
（
す
る
予
定
の
）
人

４
月
11

日

ま
で
に
届
出
を
済
ま
せ
た
人
は
、
転
居
先

の
投
票
所
で
、
そ
れ
以
降
に
届
出
を
し
た
人
は
、

転
居
前
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
は
、
不
在
者
投
票
の
よ
う
に
投
票

用
紙
を
封
筒
に
入
れ
た
り
、
封
筒
に
署
名
す
る
と

い
っ
た
手
続
き
は
不
要
で
す
。
簡
単
な
宣
誓
書
を

記
載
し
、
直
接
投
票
箱
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
投
票
日
当
日
（
４
月
27
日
）
に
仕
事
や
旅

行
な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
お
気
軽
に
期

日
前
投
票
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
前
投
票

が
で
き
る
場
所
と
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
前
ロ
ビ
ー

市
美
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

秋
芳
総
合
支
所

期
　
間

４
月
21
日

〜
26
日

時
　
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

豊
田
前
・
於
福
・
厚
保
・
嘉
万
各
公
民
館

赤
郷
・
綾
木
・
真
長
田
各
出
張
所

期
　
間

４
月
21
日

〜
４
月
25
日

時
　
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
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指
定
病
院
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
場
合

や
他
の
市
区
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
場
合
は
、
入

院
・
入
所
先
や
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
自
分
が
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
早
め
に
申
請
の
手
続

き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
指
定
病
院
等
に
入
院
・
入
所
し
て
い

る
（
す
る
予
定
の
）
人

入
院
・
入
所
先
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

美
祢
市
内
の
指
定
病
院
等
は
、
次
の
施
設
で
す
。

（
９
施
設
）

○
美
祢
市
立
病
院
　

○
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
美
祢
　

○
美
祢
市
立
美
東
病
院
　

○
共
楽
荘
　

○
幸
嶺
園
　

○
み
の
り
園
　

○
み
と
う
悠
々
苑
　

○
青
景
園
　

○
田
代
台
病
院

市
外
の
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る

場
合
は
、
施
設
に
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
で

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
他
市
区
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
人

選
挙
の
期
間
中
、
仕
事
な
ど
で
他
市
区
町
村
に

滞
在
し
て
い
る
人
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
美
祢
市
選

挙
管
理
委
員
会
宛
に
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
を
し

て
く
だ
さ
い
。
請
求
は
、
必
ず
本
人
が
自
書
し
、

郵
送
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

請
求
後
、
美
祢
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
投
票

用
紙
な
ど
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
滞
在
先
の
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
開
封
し
な
い
で
封
筒

の
ま
ま
持
参
し
、
投
票
日
前
日
ま
で
に
不
在
者
投

票
を
し
て
く
だ
さ
い
（
投
票
用
紙
な
ど
へ
の
記
入

は
、
必
ず
滞
在
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
）。

※
他
市
区
町
村
で
の
不
在
者
投
票
は
、
郵
送
な
ど

に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

選
挙
人
で
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、

郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳

○
両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の
障
害
も
し
く
は
移
動

機
能
の
障
害
　
　
　
　
　
１
級
も
し
く
は
２
級

○
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
も
し
く
は

直
腸
も
し
く
は
小
腸
の
障
害１

級
も
し
く
は
３
級

○
免
疫
の
障
害
　
　
　
　
　
　
　
１
級
か
ら
３
級

戦
傷
病
者
手
帳

○
両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の
障
害

特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で

○
内
臓
機
能
の
障
害特

別
項
症
か
ら
第
３
項
症
ま
で

※
左
記
の
「
両
下
肢
等
の
障
害
」
の
程
度
が
同
程

度
で
あ
る
こ
と
を
県
知
事
が
書
面
で
証
明
し
た

人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
被
保
険
者
証

○
介
護
保
険
法
の
要
介
護
者

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人
で

次
に
該
当
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
届
け
出
た
人
（
選
挙
権
を
有
す
る
人
）

に
投
票
を
記
載
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳

○
上
肢
も
し
く
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
　
　
１
級

戦
傷
病
者
手
帳

○
上
肢
も
し
く
は
視
覚
の
障
害
の
程
度

特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で

※
左
記
の
障
害
の
程
度
が
同
程
度
で
あ
る
こ
と
を

県
知
事
が
書
面
で
証
明
し
た
人
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

問
合
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（

０
８
３
７

１
１
１
４
）



飲
食
販
売
、
衣
料
、
手
作
り
品
、

お
も
ち
ゃ
、
家
庭
で
不
用
に
な
っ

た
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
　
時

４
月
29
日

10
時
か
ら
16
時
ま
で

場
所
（
予
定
）

秋
吉
台
緑
地
公

園
内
（
旧
若
竹
山
荘
跡
地
）

募
集
締
切

４
月
10
日

出
店
条
件
・
注
意
事
項

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、

初
級
、
中
級
、
上
級
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
を
開
講
し
ま
す
。

■
初
級
講
座

募
集
人
員

10
人
（
先
着
順
）

講
座
内
容

パ
ソ
コ
ン
電
源
の
入
・
切

マ
ウ
ス
の
基
本
操
作

キ
ー
ボ
ー
ド
の
操
作

文
字
の
入
力
・
変
換
操
作

文
書
（
ワ
ー
ド
）、
表
計
算
（
エ

ク
セ
ル
）

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
操
作
と
パ

ソ
コ
ン
へ
の
取
り
込
み
な
ど

日
　
程

５
月
〜
平
成
21
年
４
月

（
月
３
回
、
火
曜
日
）

時
　
間

15
時
30
分
〜
17
時

受
講
料
（
６
カ
月
分
前
納
）

１
カ
月
当
た
り
４
、
５
０
０
円

2008年（平成 20 年）4月 1日　

■
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
・

技
術
）

資
　
格

平
成
21
年
４
月
１
日
現

在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

修
士
（
技
術
幹
部
候
補
生
に

あ
っ
て
は
理
学
修
士
ま
た
は
工

■
中
級
講
座

募
集
人
員

10
人
（
先
着
順
）

講
座
内
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
メ
ー
ル
の

基
本
操
作

年
賀
状
作
成

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
操
作
と
パ

ソ
コ
ン
へ
の
取
り
込
み

文
書
（
ワ
ー
ド
）、
表
計
算

（
エ
ク
セ
ル
）
の
応
用
な
ど
　

日
　
程

５
月
〜
平
成
21
年
４
月

（
月
３
回
、
火
曜
日
）

時
　
間

13
時
30
分
〜
15
時

受
講
料
（
６
カ
月
分
前
納
）

１
カ
月
当
た
り
４
、
８
０
０
円

■
上
級
講
座

募
集
人
員

10
人
（
先
着
順
）

講
座
内
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
メ
ー
ル
の

応
用
操
作

文
書
（
ワ
ー
ド
）、
表
計
算

（
エ
ク
セ
ル
）
の
応
用

年
賀
状
作
成

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
操
作
と
パ

ソ
コ
ン
へ
の
取
り
込
み

Ｃ
Ｄ
｜
Ｒ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
保
存
操

作
な
ど

日
　
程

５
月
〜
平
成
21
年
４
月

（
月
２
回
、
木
、
金
曜
日
）

時
　
間

14
時
〜
16
時
30
分

受
講
料
（
６
カ
月
分
前
納
）

１
カ
月
当
た
り
５
、
０
０
０
円

■
共
通
事
項

場
　
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

申
込
方
法

市
社
会
教
育
課
、
美

東
総
合
支
所
、
秋
芳
総
合
支
所
、

市
役
所
市
民
室
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込

む
※
募
集
要
項
、
講
座
日
程
表
も
備

え
付
け
て
い
ま
す

申
込
期
間

４
月
１
日

〜
18
日

17
時
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先

市
教
育
委
員

会
事
務
局
社
会
教
育
課

（

０
８
３
７

５
２
６
１
）

学
修
士
）
の
学
位
を
受
け
た
人

に
つ
い
て
は
28
歳
未
満
の
人

■
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
歯
科
・

薬
剤
科
）

資
　
格

平
成
21
年
４
月
１
日
現

在
、
歯
科
幹
部
候
補
生
は
20
歳

以
上
30
歳
未
満
の
人
、
薬
剤
科

幹
部
候
補
生
は
20
歳
以
上
26
歳

未
満
（
薬
剤
修
士
の
学
位
を
受

け
た
人
は
28
歳
未
満
）
の
人

■
共
通
事
項

申
込
締
切

５
月
12
日

試
験
日

５
月
17
日

（
一
般
・

技
術
幹
部
候
補
生
の
飛
行
要
員

希
望
者
は
５
月
18
日

）

問
合
せ
先

自
衛
隊
山
口
地
方
協

力
本
部
宇
部
地
域
事
務
所

（

０
８
３
６

４
３
５
５
）

○
出
店
料
は
無
料
で
す
が
、
出
店

に
伴
う
諸
費
用
は
各
自
の
負
担

と
な
り
ま
す

○
飲
食
販
売
に
つ
い
て
は
各
出
店

者
ご
と
に
保
健
所
で
臨
時
食
品

営
業
許
可
を
取
っ
て
い
た
だ
き

ま
す

○
会
場
内
の
配
置
は
、
募
集
締
切

後
、
事
務
局
で
決
定
し
ま
す

※
そ
の
他
詳
し
く
は
問
合
せ
先
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

市
観
光
振
興

課
（

０
８
３
７

０
３
０
４
）

３
月
19
日
、
社
団
法
人
山
口
県
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
の
山
下
　
宏
会
長

が
、
美
祢
市
役
所
を
訪
れ
30
万
円
を
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
山
口
県
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
が
、
４
月
か
ら
財

団
法
人
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

の
一
組
織
に
改
編
さ
れ
る
の
を
前
に

「
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
」

と
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
競

走
会
は
美
祢
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
も

寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
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開
催
日

平
成
21
年
１
月
11
日

該
当
者

昭
和
63
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
美
祢
市
に
居

住
し
て
い
る
人
や
就
職
・
進
学

な
ど
で
市
外
に
住
ん
で
い
る
人

も
対
象
に
な
り
ま
す

問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
事
務

局
社
会
教
育
課
（

０
８
３
７

５
２
６
１
）

６
月
13
日

か
ら
16
日

ま
で

防
府
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア

ス
ピ
ラ
ー
ト
」
で
開
催
さ
れ
る
県

健
康
福
祉
祭
美
術
展
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
作
品

日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

応
募
資
格

60
歳
以
上
（
昭
和
24

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
）

の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人
が
創
作
し

た
未
発
表
作
品

応
募
締
切

４
月
30
日

応
募
・
問
合
せ
先

市
高
齢
障
害

課
（

０
８
３
７

１
１
３
２
）

請
し
た
場
合
に
は
、
電
子
納
付
を

行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
労
働
保
険

適
用
徴
収
・
電
子
申
請
お
知
ら
せ

ペ
ー
ジ
　http://jp.roho-chosyu.

m
hlw
.go.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
告
書
受
付
相
談
会
の
開
催
　

申
告
書
の
記
入
相
談
・
受
理
、

保
険
料
の
納
付
な
ど
が
で
き
る

「
申
告
書
受
付
相
談
会
を
」
行
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
美
祢
会
場

日
　
時

４
月
24
日

５
月
８

日

10
時
か
ら
15
時
ま
で

場
　
所
　
美
祢
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
大
嶺
町
東
分
４
１

８
｜
８
）

問
合
せ
先

山
口
労
働
局
労
働
保

険
徴
収
室
（

０
８
３
｜
９
９

５
｜
０
３
６
６
）

試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種
、
丙

種
（
複
数
、
併
願
受
験
可
能
）

日
　
時

６
月
15
日

○
乙
種
４
類
　
９
時
30
分
〜

○
甲
種
、
乙
種
（
４
類
を
除
く
）、

丙
種
、
複
数
受
験
　
13
時
〜

場
　
所

美
祢
市
ほ
か
県
内
12
市

願
書
受
付
期
間

４
月
14
日

〜
25
日

願
書
請
求
先

美
祢
市
消
防
本
部
予
防
課

美
祢
市
消
防
署
東
部
出
張
所

提
出
・
問
合
せ
先

美
祢
市
消
防
本
部
予
防
課
　

（

０
８
３
７

２
２
８
６
）

船
木
簡
易
裁
判
所
お
よ
び
山
口

家
庭
裁
判
所
船
木
出
張
所
に
よ
り
、

２
ヶ
月
に
１
回
、
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
て
い
た
、
も
め

ご
と
相
談
が
相
談
件
数
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
３
月
で
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

裁
判
手
続
き
を
相
談
し
た
い
場

合
は
、
船
木
簡
易
裁
判
所
お
よ
び

山
口
家
庭
裁
判
所
船
木
出
張
所

（

０
８
３
６

０
０
３
６
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
年
度
更
新
の
手
続
き
に
つ
い
て

労
働
保
険
に
係
る
平
成
19
年
度

分
の
確
定
保
険
料
と
平
成
20
年
度

分
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付

手
続
き
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月

20
日
ま
で
の
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
石
綿

健
康
被
害
者
救
済
の
た
め
の
「
一

般
拠
出
金
」
の
申
告
・
納
付
が
始

ま
り
ま
し
た
。
年
度
更
新
と
あ
わ

せ
て
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
電
子
申
請
、
電
子
納
付

電
子
申
請
を
行
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
申
告
書
を
電
子
申
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